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発表の主旨

鹿児島県における土砂災害の特徴を明らかにする
ことを目的に、土砂災害報告やその他関連資料か
ら土砂災害履歴について整理し，検討を行った。

検討にあたり、「土砂災害発生率」と定義した指標
を用いて検討した その結果について報告するを用いて検討した。その結果について報告する。

その他、土砂災害に関する過去の記録や土砂災
害地名などについて発表する。



発表内容

１．鹿児島県の主な土砂災害

２．土砂災害履歴の調査方法

３．土砂災害履歴の調査結果

害４．土砂災害発生率

５．土砂災害に関する記録

６．土砂災害地名

７．まとめと今後の課題

１．鹿児島県の主な土砂災害鹿児島県 な 砂災害



昭和６１年

昭和61年7月10日，梅雨前線による局地的な集中豪雨によ
り，鹿児島市内のシラス斜面で，がけ崩れが発生。死者18
名，全半壊家屋94棟を出した。

写真左：武２地区，写真右：平之町地区
「シラス崖災害」（鹿児島県土木部砂防課）より

平成5年

平成5年は，年間総雨量4,022mm（鹿児島地方気象台）と，
年間を通じて異常な豪雨が続いた。8月1日は，姶良・吉田方
面，8月6日は鹿児島市，8月9日垂水市，9月3日は川辺町，
金峰町など，土砂災害による死者は年間で100名を超えた。

写真左：竜ヶ水地区，写真右：花倉地区
「平成5年度鹿児島土砂災害記録集」（鹿児島県土木部砂防課）より



平成17年

平成17年9月6日，台風14号に伴う雨雲により大雨がもたら
された。大隅半島の垂水市や錦江町で土砂災害が多発し，
死者５名の被害を出した。錦江湾沿いに発生した土石流に
より国道220号が被災し，長期間集落の孤立が発生した。

写真左：垂水市小谷地区，写真右：垂水市牛根地区
「平成17年台風14号による土砂災害」（鹿児島県土木部砂防課）より

平成22年

平成22年は，停滞した梅雨前線により，各地で土砂災害が
発生。南大隅町船石川では，斜面の深い位置からの崩壊
（深層崩壊）が数度発生し，被害を与えた。奄美地方では，
10月18日から総雨量が800mmを超え，奄美大島各地で土
砂災害が発生した。

写真左：龍郷町浦6地区，写真右：南大隅町船石川
「平成22年梅雨前線奄美豪雨災害パンフレット」
（鹿児島県土木部砂防課）より



２．土砂災害履歴の調査方法砂 履 法

土砂災害履歴の調査方法

整理した資料

① 国土交通省砂防部への土砂災害報告 ・・1,815件

がけ崩れ H1～H22の災害報告資料

土石流 H7～H22の災害報告資料

地すべり H5～H22の災害報告資料

② 警戒避難基準雨量を検討した際に整理されたデータ

・・954件

S36～H13までの災害情報 （①土砂災害報告と重複
する期間については，①を優先）

③ 市町村誌（古くは明治35年の災害が判明） ・・18件



土砂災害履歴の調査方法

土砂災害報告 市町村誌

明治35年の記録が判明箇
所

気
象

規模
地形

「出水郷土誌」より

被害

状況

法指定

略図

３．土砂災害履歴の調査結果砂 履 果



土砂災害履歴の調査結果

人的被害発生箇所における過去の土砂災害の記録
土砂災害が発生した
記録が残っている,
4件, 9%

44件

現象別土砂災害発生件数

地すべり,
34件, 1%土石流,

242件, 9%

2,787件

・「がけ崩れ」が全件数の90％を占めている。

・人的被害が発生した土砂災害のうち，過去に同
じ場所で発生した記録があるのは9％。

土砂災害が発生した記録
が残っている

土砂災害が発生した記録
が残っていない

土砂災害が発生した
記録が残っていない,
39件, 91%

がけ崩れ,
2,511件,

90%
がけ崩れ

土石流

地すべり
明治35年～平成22年のうち，
資料で判明したもの

整理したデータを発生
箇所名で検索

土砂災害マップ

阿久根市及び薩摩川内
市北部の東シナ海沿岸
部の範囲

さつま町を中心とした北
薩地域の範囲

霧島市のうち
旧国分市から

旧市来町，旧東市来町を
中心とした沿岸部

鹿児島市（旧鹿児島市域
及び北部）から，旧姶良
町にかけての範囲

旧国分市から
旧福山町にか
けての範囲

垂水市の錦江
湾沿岸部

※桜島直轄河川で発生した土石流除く（平成13年～平成22年
の10年間で１８７回の土石流が発生）。
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薩摩川内市 265件

さつま町 188件霧島市 161件

土砂災害マップ（地質図重ね）



鹿児島県における土砂災害の特徴

土砂災害発生件数が多いところの共通性

シラスが分布している範囲

鹿児島市，さつま町 など

急勾配な地形からなる姶良カルデラ外壁部

鹿児島市，霧島市 など

４．土砂災害発生率砂災害発 率



土砂災害発生件数と土砂災害危険箇所
（市町村別）

土砂災害発生件数と土砂災害危険箇所数（市町村別）
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土砂災害発生件数が多い市町村は，土砂災害危険箇所も多い。

（鹿児島市や薩摩川内市など）
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土砂災害危険箇所内で
発生する土砂災害発生
件数の割合として定義

と より 土砂災

土砂災害発生率

土砂災害
発生件数

土砂災害
危険箇所数

土砂災害危険箇
所内の土砂災害

⇒このことにより，土砂災
害の危険がある箇所で
の災害発生比率（土砂
災害の発生しやすさ）を
整理する。

発生件数 危険箇所数所内 砂災害
発生件数

土砂災害
危険箇所数



土砂災害発生件数（土砂災害危険箇所内）と土砂災害発生率（市町村別）
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鹿児島市 0.162
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・市町村の面積などに影響されず，平均化された。

・垂水市，鹿児島市，奄美市の順に土砂災害発生率が高くなった。

鹿児島市 0.162

垂水市 0.180

奄美市 0.136

土砂災害発生率の高い市町村の共通性

市町村名
土砂災害
発生率

（危険箇所内）
土砂災害件数

土砂災害
危険箇所数

主な地質 発生件数が多い年が占める割合（危険箇所外も含む）

垂水市 0.180 51 283
シラス，四万十層群砂岩・頁岩，新期
黒雲母花崗岩　など

平成5年件数12件，平成17年件数18件，平成18年件数
13件(平成5年災害，平成17年，平成18年で災害件数の
60%)

鹿児島市 0.162 527 3254
シラス，四万十層群砂岩・頁岩互層，
加久藤火砕流堆積物　など

昭和61年件数141件，平成5年件数255件（昭和61年災
害，平成5年災害で災害件数の46%）

奄美市 0.136 80 589 四万十層群砂岩・頁岩　など
平成22年件数31件，平成2年件数15件（平成22年，平
成2年災害で災害件数の46％）

西之表市 0.127 21 166
ローム層，日南層群及び熊毛層群の
砂岩・砂岩頁岩互層　など

平成13年件数28件（平成13年災害で災害件数の44%）

（１） 離島の奄美市,西之表市,天城町を除くと, 鹿児島市，
垂水市など, シラスが多くを占めている市町村が多い。

（２） なお，土砂災害発生率が高い市町村では，数年間に

件数が集中して土砂災害が発生する傾向にあり，同時
多発的土砂災害が発生した市町村で土砂災害発生率
が高くなる傾向にある。

天城町 0.106 7 66
古期火山岩類黒雲母花崗岩，四万十
層群砂岩・頁岩　など

昭和50年件数3件，平成16年件数3件など，比較的ばら
けている。

大崎町 0.103 7 68 シラス　など
平成5年件数6件，昭和55年件数4件（平成5年，昭和55
年災害で災害件数の59％）



５．その他土砂災害に関する記録

種子島家譜（江戸時代の土砂災害）

「種子島家譜」は，寿永二年（1182）種子島の元
祖といわれる初代信基より，明治24年（1891）ま
で記載されている膨大なものである。その中より
種子島における「自然の災害」のみを拾い出して
みると万治三年（1660）18代久時以降の記録の
みで・・・

～中種子町郷土史より抜粋～
南種子町茎永

平成7年に茎永地区で発生した地すべり

西暦 災害の種類 被害の程度

天和 元年 4月29日
5月29日

1681

日夜雨ふる
茎永村雪子ノ峯崩るること80間可り、
峯下の人家8軒埋没、男女4人圧死、
田地5反9畝27歩永損。

元文 3年 8月05日 1738

洪水
峯崩れ、谷穿たれ、田畑荒壊、牛馬多
く死す。

文政 7年 12月 1824

大風洪水 茎永村の岸崩れ3人圧死す。

明治 2年 8月03日 1869

大風
大木抜け、巨石裂け中馬圧死し、民家
倒るるもの整ふべからず、未曾有の災
害なり。

年次



橋牟礼川遺跡（平安時代の土砂災害）

指宿市にある遺跡。大正13年に国指定史
跡に指定され、発掘調査等が行われた。

その際の石器，家屋の出土状況，旧河川
の泥流の堆積状況，家屋内や周辺におけ
る堆積物の状況などの発掘調査結果と，
古文書（日本三代実録）による記述などと古文書（日本三代実録）による記述などと
合わせて，西暦874年（貞観16年）に起
こった開聞岳の噴火に伴う土石流が，当
時の集落を襲ったことがわかった。

橋牟礼川遺跡

「開聞岳の古墳時代噴火と平安時代噴火による災害―遺跡発掘と史
料からの検討―」

成尾英仁、永山修一，下山覚 より

橋牟礼川遺跡（平安時代の土砂災害）

日本三大実録より抜粋 現代語訳：永山修一



武貝塚（縄文時代）

武貝塚

桜島の北西部にある武貝塚では，上図9黒色混貝砂質土から縄文時

代後期の土器の破片が出土，その下に土石流堆積物と見られる層
（上図10黄白色砂礫）が堆積している。

６．土砂災害地名砂災害地名



土砂災害に関する地名

土砂災害地名とは

過去に土砂災害が起きた，土砂災害が起きやす
い場所であることを，子孫たちが土砂災害にあ
わないように，先祖たちが地名として残したと考
えられる地名。

土砂災害に関する地名
土石流は他の地域では

「ヘビ」
にも例えられる。
例：蛇抜（じゃぬけ）

災害地名は「読み」で多く残さ
れており，植物に例えられる
ことが多い。

例：
梅・・・ウメ（埋めにつながる）
桐・・・キリ（切りにつながる）
柿・・・カキ（欠きにつながる）

ただし，これらの「読み」が
ついていても必ずしも災害
から由来しているわけで
はないことに注意。



７．まとめと今後の課題ま 今後 課題

まとめと今後の課題

まとめ

土砂災害発生率の概念を用いることにより，シラス地
域は，土砂災害の危険がある箇所の中でも土砂災害
が発生しやすいことがわかった。
今後の課題

シラス斜面の風化及び崩壊の周期性などを考慮するシラス斜面の風化及び崩壊の周期性などを考慮する
と，もっと長いスパンの災害履歴データの蓄積が必要
となる。発掘調査や古文書などの文献も読み解いて，
さらに古い年代の土砂災害を，整理する必要がある。

崩壊の規模や被害規模、降雨など条件の違いにより、
土砂災害発生率にどのような傾向が異なるか検討す
る必要がある。


